
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
五
十
年
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
覚
悟 
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大
戦
後
国
際
的
に
は
、
一
九
七
三
年
に
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
一
九
七
八
年
に
も
第

二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
勃
発
し
た
。
今
回
は
ま
さ
に
第
三
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。 

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
我
が
国
中
東
依
存
度
七
六
％
と
異
常
に
高
い
状
態
で
の
石
油
不
足

に
よ
り
日
用
品
が
不
足
し
市
場
は
大
混
乱
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
我
が
国
は
、
石
油
備
蓄
法
で
対

処
し
基
本
的
に
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
で
脱
石
油
と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
原
子

力
等
へ
と
移
行
し
始
め
た
。
そ
し
て
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
イ
ラ
ン
革
命
に
よ
る
石
油
不
足

に
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
計
画
を
基
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
で
、
国
を
挙
げ
て
の
消
費
量
削
減
で
対
応
し
た
。 

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
○
年
後
半
か
ら
実
用
化
が
開
始
さ
れ
た
が
一
九
八
六
年
に
発
生
し

た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
、
世
界
的
に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
た
。
し
か
し
以
後
地
球
温
暖
化
対

策
の
必
要
性
か
ら
、
ニ
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
は
原
発
ル
ネ
サ
ン
ス
が
起
こ
り
、
日
本
も
電
源
別
構
成

比
は
一
時
的
に
は
三
○
％
を
超
え
る
位
迄
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
こ
の
流
れ
に
は
、
ニ
○
一
一
年
の

福
島
原
発
事
故
が
大
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

ま
た
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
が
変
動
し
て
き
て
お
り
、
次
の
様
な
各
地
区
の
原
発
回
帰
が
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
る
。 

米
国
は
、
ニ
○
二
八
年
に
実
証
炉
二
基
の
運
転
を
始
め
る
と
い
う
時
間
軸
を
定
め
、
技
術
的
成
熟

度
や
価
格
競
争
力
の
観
点
か
ら
高
速
炉
と
高
温
ガ
ス
炉
を
選
定
し
た
。 

中
国
は
、
高
速
炉
の
商
用
炉
を
二
○
三
○
年
代
に
導
入
決
定
し
た
。 

英
国
は
、
自
国
の
原
子
力
潜
水
艦
技
術
の
応
用
に
よ
り
製
造
で
き
る
小
型
軽
水
炉
に
注
力
し
、
ニ

○
三
○
年
代
初
頭
の
運
転
開
始
を
目
指
し
た
。 

仏
国
は
、
大
統
領
が
次
世
代
軽
水
炉
六
基
の
新
設
を
決
定
し
た
。 

独
国
は
、
福
島
事
故
で
脱
原
発
宣
言
す
る
も
、
今
回
現
有
炉
の
運
転
期
間
延
長
し
た
。 

我
が
国
も
今
回
国
策
が
「
原
発
抑
制
」
か
ら
「
次
世
代
原
発
開
発
新
設
」
へ
と
大
方
針
転
換
を
宣

言
し
た
が
、
現
在
ま
で
の
原
発
取
組
停
滞
状
況
か
ら
、
次
世
代
原
発
開
発
へ
の
巻
き
返
し
に
は
、
大

変
な
努
力
と
体
制
確
立
の
覚
悟
が
必
要
と
な
る
。 


